


「主体的・能動的な学び」を実現する
未来志向型教科書

目次

室伏きみ子
監修／お茶の水女子大学学長

　世界は今，大きな転換期を迎えており，グローバル化や高度
情報化に伴って，これまでの社会の仕組みが変化し，人々の生
活や職業の内容が変わりつつあります。その中で生きていく子
どもたちが，未来に向けてよりよい社会を創っていくために，
長く教育改革の必要性が議論されてきましたが，今年 2020 年
から大きな変革がなされることとなりました。
　子どもたちが主体性をもって，能動的に自ら学び，自ら考え
て課題を解決に導き，さらに，新たな価値を創造していくこと
を可能にするような教育が求められており，特に，急速に進化
するデジタル革命や科学技術の進歩の基盤をなす理科教育にお
いては，教育改革による成果に期待がもたれています。
　今回の教科書の作成にあたっては，それらの期待に応えるべ
く，大きく三つの工夫を行いました。まず，①無理なく探究型
の学習に導き，主体的・対話的で深い学びを実現できるよう，
探究学習の進め方を分かりやすく提示しました。また，②生徒
たちが学習しやすい紙面を志向し，観察や実験の手順を分かり
やすく図示することや，学習した要点をしっかりと定着できる
ようにすることなど，さまざまな工夫を行いました。さらに，
③安心・安全への配慮を行うとともに，防災・減災のための取
り組み，SDGs の実現に向けた取り組みなど，多様な現代社会
の課題への取り組みを紹介し，ICT 化への対応も図って，未
来志向型の教育のあり方を目ざしました。
　また，小学生のときには理科が好きだった子どもたちが，中
学生になると理科が嫌いになるという事例や，生活の中で理科
は不要と答える中高生が多いという現実に対応して，小・中・
高の接続や他教科との連携にも配慮したものとなるよう工夫を
しています。
　さらに学習を助けるために，豊富な資料や興味深い付録も収
載しており，指導者や生徒たちはもとより，保護者等の大人た
ちにとっても興味深い教科書となったと考えています。
　新しい教科書が，生徒たちの学ぶ意欲を引き出し，その結果
として，高度な科学的素養を身につけることに役立つことを
願っています。
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新時代をひらく教科書を目ざして

新しい教科書のその他の特色

年間学習指導計画案

小・中内容関連表

観点別特色一覧表

別表 1

別表 2

別　冊

新版教科書の編集にあたって

　日々，急激に変化し続ける社会の

中で，将来の予測が困難な時代を生

きる今の子どもたちには，自ら未来

を切りひらいていくため，主体的に

学習に取り組み，社会と積極的に向

き合い，他者と協働して問題を科学

的に解決していく資質・能力の育成

が求められています。

　そこで，令和３年度版「自然の探

究　中学理科」は，学習指導要領改

訂の経緯や基本方針を踏まえて策定

した，以下の基本理念に基づいて編

集を進めました。

自然を探究する学びを通して，

仲間とともに主体的に未来を

ひらく力が身につく教科書

◉自然科学の知識や自然の探究に必

要な技能を確実に習得できる教科

書

◉科学的な思考力・判断力・表現力

等を高めることのできる教科書

◉理科のおもしろさや有用性を実感

できる教科書

◉学んだことから新たな疑問やさら

なる課題につなげることのできる

教科書

→検討の観点と特色　番号○○

この表示のある内容については，

別冊の「観点別特色一覧表」でよ

り詳細な解説をご覧いただけま

す。
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令和２年度版
未来をひらく 小学理科６年

令和２年度版
未来をひらく 小学理科６年

令和２年度版
未来をひらく 小学理科６年

小学生から中学生となる子どもたちのために

全国学力・学習状況調査において「理科の勉強が好き」と答えた児童・生徒の割合

令和３年度版
自然の探究 中学理科１年

令和３年度版
自然の探究 中学理科１年

令和３年度版
自然の探究 中学理科１年

　平成 30 年度の全国学力・学習状況調査に

おける「理科の勉強は好きですか」という問

いに対して，「当てはまる」「どちらかという

と当てはまる」と答えた中学校の生徒の回答

の割合は，小学校の児童の回答の割合と比べ

て 20.6% 低い結果でした。

「探究の進め方」
→本書 p. ６

中学校 30.0% 32.9% 24.1% 12.9%

小学校 52.6% 30.9% 11.7% 4.7
 %

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない その他，無回答

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

「対話を重視
した構成」
→本書 p.12

「学習の流れ
を追いやすい
レイアウト」
→本書 p.18

「わかりやす
い観察・実験
の手順」
→本書 p.17

小学校の問題解決の流れを受け継いだ探究の進め方

cehC k

　子どもたちには，理科の授業がよくわかり，理科の勉強が大切だと思い，そして，理科の勉強が
好きであってほしい。その思いから，小学校から中学校にステップアップする際に，子どもたちが
ギャップを感じないような教科書の実現を目ざしました。

迷うことなく中学校の学習にステップアップできる構成と紙面

平成 30 年度全国学力・学習状況調査の「理科の勉強は好きですか」という
質問に対する回答割合（国立教育政策研究所の分析資料をもとに作成）

32
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1特色

この教科書は，これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ，税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

色覚の個人差を問わず，より多くの
人に見やすいカラーユニバーサルデ
ザインに配慮しています。

このマークの付いているところは，
この学年の学習指導要領に示されて
いない内容です。全ての生徒が一律
に学習するものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで
見ることができます。

環境にやさしい再生紙と植物油イン
キを使用しています。また，生徒が
使用する教科書の印刷においては，
バイオマスで発電されたグリーン電
力を使用します。

見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを使用し
ています。

年　　 組

上／噴
ふん

火
か

する桜
さくら

島
じま

（鹿児島県鹿
か

児
ご

島
しま

市）

下右／サクラの枝に止まるメジロ

下中／海岸に打ち上げられた氷「ジュエリーアイス」
（北海道豊

とよ

頃
ころ

町
ちょう

）

下左／プロジェクションマッピングにより映像を投
とう

影
えい

した建物
（大阪府大

おお

阪
さか

市）

表紙の写真
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　　自然の探究　

中学 理科

先生方・保護者の皆様へ　～この教科書について～

自
然
の
探
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　中
学
理
科

1
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この教科書は，これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ，税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

色覚の個人差を問わず，より多くの
人に見やすいカラーユニバーサルデ
ザインに配慮しています。

このマークの付いているところは，
この学年の学習指導要領に示されて
いない内容です。全ての生徒が一律
に学習するものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで
見ることができます。

環境にやさしい再生紙と植物油イン
キを使用しています。また，生徒が
使用する教科書の印刷においては，
バイオマスで発電されたグリーン電
力を使用します。

見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを使用し
ています。

年　　 組

上／朝日に照らされて輝
かがや

く氷の結
けっ

晶
しょう

（北海道美
び

瑛
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ちょう
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下右／日光が当たった宮
みや

島
じま

のモミジの葉（広島県廿
はつ

日
か

市
いち

市）

下中／電極と金
かな

網
あみ

の間を飛ぶ火花

下左／たき火の炎
ほのお

表紙の写真

先生方・保護者の皆様へ　～この教科書について～

文部科学省検定済教科書　中学校理科用　17教出　理科904
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この教科書は，これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ，税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

色覚の個人差を問わず，より多くの
人に見やすいカラーユニバーサルデ
ザインに配慮しています。

このマークの付いているところは，
この学年の学習指導要領に示されて
いない内容です。全ての生徒が一律
に学習するものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで
見ることができます。

環境にやさしい再生紙と植物油イン
キを使用しています。また，生徒が
使用する教科書の印刷においては，
バイオマスで発電されたグリーン電
力を使用します。

見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを使用し
ています。

年　　 組

上／サンゴ礁
しょう

にすむ生物（沖縄県座
ざ

間
ま

味
み

村
そん

）

下右／ジャンプするスケートボーダー

下中／百
ひゃく

武
たけ

すい星
（1996年，静岡県水

みさ

窪
くぼ

町
ちょう

，現在の浜
はま

松
まつ

市で撮
さつ

影
えい

）

下左／カンガルーの親子（オーストラリア）

表紙の写真
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探
究
型
の
授
業
が
自
然
に
で
き
る
教
科
書

特
色

「探究の進め方」を各学年 の巻頭に配置1
P O I N T

1 １年 ⑤～⑥　探究の進め方（「疑問」「課題」「仮説」「計画」） １年 ⑦～ p.1　探究の進め方（「観察・実験」） １年 p.2　探究の進め方（「考察」「結論」）

課題の把握 課題の追究 課題の解決

観察・実験の結果を，グラフなどを
活用して考察し，結論を出します。

　１年から３年までの各学年において，巻頭に「探究の進め方」を配置し，これから中学校では探
究活動をどのように進めていけばよいかを示しています。
　前の学年（中学１年においては小学６年）での学習活動を振り返りながら，探究の進め方を確認
し，その後，各単元の学習に入れるようにしています。

探究は，疑問を見つけるところから
始まります。

疑問をもとに，探究する課題を決め，
仮説や計画を立てます。

スケッチのかき方や測定の仕方，数値の取り扱いなどに留意しながら，
観察や実験などを行います。

→検討の観点と特色　番号

編集部のイチオシ！

各学年の巻頭に配置している「探究の進め方」を使って，　理科の学習の仕方を確認することが
できます。
各ステップのもつ意味や留意点などを意識しながら，　学習を進めることができます。

8 20 45

疑問
を見つける

課題
を決める

仮説
を立てる

計画
を立てる

実験
する

観察
する

考察
する

結論
を示す
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探
究
型
の
授
業
が
自
然
に
で
き
る
教
科
書

特
色

「理科の学習の流れ」をわ かりやすく表現2
P O I N T

1 １年 p.134 １年 p.135 １年 p.136

最初に作成した指導案 指導案から作成した紙面

課題は，具体的な問いかけにし，囲
みと色地で，表現上も目立たせてい
ます。

例：１年 単元１ 第２章の構造

　実際の教科書もこのページと同様の折り込みになってい
て，本文ページを開いた状態でいつでも参照し，「探究の
進め方」全体のどの学習段階にいるのかを確認できます。

　教科書の紙面は，「探究の進め方」にそっ
て構成されており，対応する箇所に探究の
各過程を示すマークを付しています。
　このマークにより教師も生徒も，探究の
進め方のどのステップを行っているかを確
認することができます。

課題の把握 課題の追究 課題の解決

教科書の構造

　各学年の教科書は，「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」を柱とする各領域の学習を行う「単元」により

構成されています。そして，それぞれの「単元」は，学習のまとまりである「章」と，その「章」を構成す

る「節」の集まりによって構成されています。

cehC k

← 10 ～ 11 ページも折り込みを開いた状態でご覧ください。

章扉 学習前の私 学習後の私要点をチェック 要点をチェック第１節 第２節 第３節 第４節

基本問題

巻末

要点と重要用語の整理第２章

単元２

第１章

単元１

単元扉

探究の進め方

第３章

単元３

第４章

単元４

編集部のイチオシ！

新しい教科書では，生徒が探究
的に学習を進められる指導案を
作成し，それに基づいて紙面を
構成しています。
紙面から，学習の流れが見える
ようにしています。

観察・実験では，調べることとその
目的を明確にしました。

考察では，考察する際の参考
となる観点を示しました。 探究を通して明らかになるこ

とを結論として示しました。

→検討の観点と特色　番号 8 11 2420 57

１年 ⑤折り込み

98



探
究
型
の
授
業
が
自
然
に
で
き
る
教
科
書

特
色

「疑問から探究してみよう 」を各単元に設定3
P O I N T

1

１年 p.142 ～ 143　混合物の分け方「実験～考察」

１年 p.144　混合物の分け方「結論」

観察・実験の手順を，より詳しく示すとともに，
考察を支援し，論理的な思考過程を経て結論に
到達できるように構成しています。

生活経験や既習の学習内容などを根拠として，課題に対する仮説を立て
る場面や，仮説を検証するために行う観察や実験の計画を立てる場面を，
紙面上に，より丁寧に表現しています。

提示した事物や現象に対して生じ
る生徒の疑問をもとに探究する課
題を設定する場面を，紙面上に，
より丁寧に表現しています。

紙面の両端に色帯をつけて，他の箇所
と区別できるようにしています。

探究のアイコンの大きさも変え，見
た目のちがいを表現しています。

編集部のイチオシ！

探究型の授業が効果的な部分を厳
選し，限られた授業時数の中で，
無理なく取り組めるようにしてい
ます。　各単元の中で１か所または２か所，探究の進め方にそった指導を通して，生徒の資質・能力を効

果的に育成することができる部分に「疑問から探究してみよう」を設定しています。

課題の把握 課題の追究 課題の解決

１年 p.140 ～ 141　混合物の分け方「疑問～計画」

→検討の観点と特色　番号 10 47

10 11



探
究
型
の
授
業
が
自
然
に
で
き
る
教
科
書

特
色

「主体的・対話的で深い学 び」の実現 その１4
P O I N T

1

１年 p.228 ～ 229　生徒キャラクターによる表現

事物や現象から生じた疑問をもと
に，主体的に学習を進めていく生
徒の姿を表現しています。

発表場面を各学年に
掲載しています。

仲間との対話を通して，自分の考
えを深め，探究を進めていく生徒
の姿を表現しています。

１年 p.238

１年 ｐ .182

３年 p.52

２年 p.52

疑問につなげる活動
　　　　　を学習の
初めに設定し，主体
的な学習を促してい
ます。

やってみよう

　　　　　のマーク
を付した，主体的に
考える場面を設定し
ています。

　　　　　　のマー
クを付した，自分の
考えをもとにして，
話し合いを行う場面
を設定しています。

　　　　　　のマー
クを付した，学習し
たことをもとに考え
たり，話し合ったり
する場面を設定して
います。

編集部のイチオシ！

「自分の考え」をもつことを大切にしています。
対話的な学びを通して，より妥当な考えを獲得していく生徒の姿を表
現しています。

　単元全般にわたって，常に自分の考えをもち，話し合いをし，考えを共有し，練り上げながら学
習を展開していく構成を心がけています。
　キャラクターの発言については，理科の見方・考え方をはたらかせることができるように留意し
ました。また，展開にそった適切な発言，あるいは，素朴概念なども織り込んで，対話を行い，探
究が進む中で，より妥当な考えを獲得していく生徒の姿を表現しています。

主体的・対話的な学習のモデルとなる生徒キャラクター1 主体的・対話的な学びを促すさまざまな活動2

→検討の観点と特色　番号 3 12 13

12 13



探
究
型
の
授
業
が
自
然
に
で
き
る
教
科
書

特
色

4
P O I N T

1
１年 p.3

１年 p.94

１年 p.232 ２年 p.107 ３年 p.294

前の学年（中学１年にお
いては小学６年）での学
習内容をもとに，レポー
トに記載する内容につい
て説明しています。

器具や装置の操作，必要となる基礎的な技能
などを「基礎技能」としてわかりやすくまと
めています。

主体的な学びを支え，
思考力・表現力を育成
できるように，レポー
トの例となる「私のレ
ポート」を多数掲載し
ています。

１年 p.256

１年 p.265

より科学的な答えができるようになっている自分を実
感でき，さらに探究を進めたい，学習を深めたいとい
う意欲につながります。

「主体的・対話的で深い学 び」の実現 その２

　主体的に探究を進めるうえ
での手段として，また結果を
分析・解釈するためのものと
して，重要な役割を果たすレ
ポートについては，巻頭に「レ
ポートの書き方」を掲載して
います。

　初出となる基礎的な技能は，基礎技能としてその
技能を用いる箇所に掲載してしています。また，既
習となった基礎技能は，次学年以降，巻末にまとめ
て掲載しています。

　章扉に「学習前の私」とい
う問いを設定し，同じ内容の
問い「学習後の私」を各章の
終わりにも設定しています。

主体的な学びを支えるレポートの書き方とレポートの例3 主体的な学びを支える基礎技能4

深い学びにつながる「学習前の私」と「学習後の私」5

「私のレポート」の例

編集部のイチオシ！

学習の前後の同じ問いかけにより，学習を通した自身の成長のメタ認
知（自らの記憶や思考などの認知過程そのものを認知する，より高次
の認知機能）を促しています。

→検討の観点と特色　番号 9 14 16 32

14 15



生
徒
が
学
び
や
す
い
教
科
書

特
色

ワイドな紙面1
P O I N T

2

１年 p.224 ～ 225

１年 p.28 ～ 29

1 年 p.226

ワイドな紙面を活用して，単元扉や章
扉には，授業の導入として使用できる
迫力のある写真を提示しています。

見開きの観察・実験のページを増
やしています。

手順を見やすくレイアウトしたり，図版
を大きく掲載したりしています。

結果を記録する際に参考となる，記録用
の表や，方眼紙も充実させています。

観察・実験の目的を掲載するなど，現行本よりも
内容を充実しています。

182 mm 210 mm

260 mm257 mm

現行 B5 判（平成 28 年度版） 新版 AB 変形判（令和３年度版）　新しい教科書では，現行の
B5 判の判型よりも広い AB 変
形判を採用しています。この変
更により，ダイナミックな資料
写真の提示や読みやすい紙面の
作成が可能になりました。

迫力のある単元扉・章扉1

わかりやすい観察・実験の手順2

編集部のイチオシ！

小学校の理科の教科書（全て AB 判以上の大きさ）に慣れた生徒に使
いやすい大判化した判形を採用しています。
AB 変形判への大判化により，資料性の向上やより見やすい紙面を実
現しています。

→検討の観点と特色　番号 16 30 52

16 17



生
徒
が
学
び
や
す
い
教
科
書

特
色

側注レス縦方向レイアウト2
P O I N T

2

平成 28 年度版 １年 p.202

平成 28 年度版 ３年 p.61

令和３年度版 １年 p.188

令和３年度版 ３年 p.209

紙面上部から下部に向けて縦方向に読み進められる
分かりやすい紙面レイアウトにしています。

側注レス縦方向レイアウトにより，文章を読みながら，それと対応する
写真や図版を探す手間が軽減され，内容により集中することができます。

側注ありのレイアウト
（平成 28 年度版）

側注レス縦方向レイアウト
（令和３年度版）

　新しい教科書では，側注を脚注に
変更し，これまでの中学校の理科の
教科書に設けられていた注釈等を入
れるスペースをなくしました。
　この変更により，上から順に読み
進むことのできる読みやすいレイア
ウトを実現しています。

学習の流れを追いやすいレイアウト1

資料写真・図版やコラムが見やすいレイアウト2

編集部のイチオシ！

新しい教科書の紙面レイアウトは，読み手が視点移動で迷わないこと
を最優先にしてデザインしています。具体的には，次の三つの原則を
意識しています。
①読み手の視点移動の動線が複雑にならないようにする。
②文章とその文章に結びつく写真・図版をできるだけ近くに配置する。
③本文は，ページの左側から始める。

→検討の観点と特色　番号 18 38 51

18 19



生
徒
が
学
び
や
す
い
教
科
書

特
色

ユニバーサルデザインへ の配慮3
P O I N T

2
※ UD フォントは，ユニバーサルデザイン（できるだけ多くの人に使いやすいデザイン）に基づいて設計されたフォントです。

本文の文字サイズを小学６年の教
科書から少しずつ小さくなるよう
に調整しています。

新版では，どの学年でも，現行本と比べて大きいサイズの文字を使用してます。

令和２年度版 小学理科６年の

本文の文字サイズ

20Q（約 14pt）

令和３年度版 中学理科１年の

本文の文字サイズ

18Q（約 13pt）

令和３年度版 中学理科２・３年の

本文の文字サイズ

17Q（約 12pt）

UD フォントを使用している箇所の一例
本文の文章

生徒キャラクターの吹き出し コラムの文章

編集部のイチオシ！

カラーユニバーサルデザインに配慮し，NPO 法人 CUDO（カラーユ
ニバーサルデザイン機構）の認証を受けています。
埼玉大学教授の名越斉子先生の監修により，特別支援教育に配慮した 
教科書を実現しています。

カラーユニバーサルデザインへの配慮1 ユニバーサルデザイン（UD）フォントを採用3

見開きの初出につけられた漢字のふりがな4

発達段階を考慮した文字サイズ2

　色覚の個人差を問わず，より多くの人が識別しやすい色づかい
「カラーユニバーサルデザイン」に配慮しています。特にちがい
がわかりにくい箇所には色名を記載し，平等な学びの実現を目指
しました。また，第三者機関である NPO 法人カラーユニバーサ
ルデザイン機構（CUDO）の認証を受けています。

　本文をはじめ，現行の教科書よりも大きいサイズ
の文字を使用しています。また，１年は２・３年よ
りもさらに大きいサイズの文字を使用しています。

平成 28 年度版 中学理科１・２・３年の

本文の文字サイズ

15Q（約 10.5pt）

参考

　教科書で使用しているほぼ全ての書体に，読みまちがえにくい UD フォント※を使用
しています。これにより，全体として，誰にでも読みやすい紙面を実現しています。

　中学校で学習する常用漢字には，単元の初
出だけではなく，原則として，見開きの初出
にふりがなをつけています。
　また，重要用語については，すべての漢字
にふりがなをつけています。

→検討の観点と特色　番号 18 48 49 53

20 21



生
徒
が
学
び
や
す
い
教
科
書

特
色

学力を定着させる四つの ステップ4
P O I N T

2 　単元で学習したことを定着させ
るための「基本問題」を，各単元
末に掲載しています。

　１年間に習得した知識・技能を
活用する「学年末総合問題」を，
各学年末に掲載しています。

ノートや下敷きで重要用語を隠し，
知識が定着しているかどうかを繰り
返し確かめることができます。

3 年 p.205

１年 p.76 ～ 77

２年 p.302 ～ 303

１年 p.74 ～ 75

要点をチェック1

要点と重要用語の整理2

　単元内では，章や節の最後で学習を振り返る「要点をチェック」を設定しています。細かいまと
まりごとに学習した内容をしっかりとおさえることができ，わからない部分をすぐに確認できるよ
うに参照ページも記載しています。

　単元のまとめとして「要点と重要用語の整理」
を設け，その単元で得た重要用語を確認できるよ
うにしています。

基本問題3

学年末総合問題4

基本問題の解答例は，各学
年の巻末に掲載されてお
り，生徒自身で，自分の理
解を確かめることができま
す。

学年末総合問題の解答例
も，各学年の巻末に掲載さ
れており，生徒自身で，学
年を通した自分の理解を確
かめることができます。

→検討の観点と特色　番号 9 34 44

22 23



安
心
・
安
全
を
支
え
る
教
科
書

特
色

危険なので，絶対にして
はいけないことを記載し
ています。注目しやすい
よう，赤色のマークと黄
色の地色で，より目だつ
表現をしています。

学習の安心・安全への配慮1
P O I N T

3
３年 p.31

１年 p.4

１年 p.297

　観察や実験を安全に実施することができるように，「禁止」「注意」「指示」の３区分のマークを使っ
て注意を喚起しています。それぞれのマークについて巻頭で説明を加えるとともに，マークの下に
文字をつけて，確実に認識できるようにしています。

　基礎技能として全学年に「理科室のきまり
と応急処置」を掲載しており，理科室でのき
まりや薬品・器具の扱い，応急処置について，
常に確認することができます。
　また，各学年で主に使用する物質・試薬の
一覧を巻末資料に掲載し，扱う際の注意点も
説明しています。

安全に観察・実験を行う
ため，特に注意すべきこ
とを記載しています。注
目しやすいよう，黄色の
マークと赤色の文字で目
だつ表現をしています。

「室内換気」「廃液処理」
「保護眼鏡の着用」の三
つのマークがあり，一目
でわかるように，観察・
実験のタイトルの横に提
示しています。

室内換気 廃液処理 保護眼鏡注意禁止

禁止 注意 指示

「禁止」「注意」「指示」の３区分のマークを使用1

「理科室のきまりと応急処置」と「物質・試薬の一覧」2

→検討の観点と特色　番号 3 33

24 25



安
心
・
安
全
を
支
え
る
教
科
書

特
色

自然災害に関する教育の充実1

防災・減災のための取り組 み2
P O I N T

3
１年 p.210 ２年 p.212 ３年 p.290

3 年 p.292-293

　自然災害について学習する章を，１・２年の地球領域の単元と３年の領域統合の各単元に設けて
います。１年では「自然の恵みと火山災害・地震災害」，２年では「自然の恵みと気象災害」，３年
では「地域の自然災害」を学習し，３年間を通して自然災害と防災・減災に対する理解を深めます。

イラストや写真を効果
的に用いて，生徒の関
心が高まるようにして
います。編集部のイチオシ！

自然災害について学習する章は同じ著者が執筆を担当し，３年間を通
して学習がつながるように構成しています。

→検討の観点と特色　番号 4 21 37

26 27



新
時
代
を
ひ
ら
く
教
科
書
を
目
ざ
し
て

SDGsに向けた取り組み

３年 p.324

１年 p.18

２年 p.219

３年 p.305

３年 p.284

３年の単元５（領域統合の単元）の終章で SDGs を紹介し，中学校３年間の理科の学習と，
生態系や環境，自然災害，エネルギーの利用，科学技術の利用について学ぶ単元５の学習を
背景に，自分たちの課題として，これからの生き方を考える場面を設定しています。

男女が平等に，協働して学
習に臨んでいる姿を常に意
識して表現しています。

　持続可能な開発目標（SDGs）に焦点を合わせ，国際社会が抱えるさまざまな課題に対して，科
学的な観点からアプローチするための話題を豊富に紹介しています。このページで紹介しているの
はその一例です。

平等で質の高い教育のために

安全な水資源を確保するために

エネルギー問題へ対応するために

気候変動への対策のために
継続的な観測データをもとに
地球温暖化の学習をします。

→検討の観点と特色　番号 3 5 21 29 36

28 29



新
時
代
を
ひ
ら
く
教
科
書
を
目
ざ
し
て

シロナガスクジラは，現在，地球上で最も大きい動物であり，
全長33ｍを超

こ

える記録がある。私たちとは比
ひ

較
かく

にならない大
きさだが，生まれ方は私たちと似ていて，受精卵

らん

が 10～11
か月かけて母親の体内で育ち，子として生まれてくる。

探究とは

科学の話題を紹
しょう

介
かい

しています。やってみよう 参 考 チャレンジ

課題を見つける活動や，さらに調べていく活動などを
示しています。

課題の解決に向けて，話し合ったり考えたり，
調べたりする場面を示しています。

ここでのポイント 言葉

ポイントや用語の解説を示しています。

小学校算数で学習する内容と関連があることを
示しています。教科間のつながりを考えよう。

学習に関連のある科学者について紹介していま
す。

学習指導要領に示されていない内容です。興味
や関心に応じて学習しよう。

基
き

礎
そ

技能 器具の使い方などを示しています。

学習に役立つ情報をウェブサイ
トで見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.
co.jp/ml-jh/rika/1.html

ブリッジ

算数

2
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ICT化への対応

１年 p.189

「まなびリンク」中学理科 １年

コンテンツ例：ウェブリンク
「地球の岩石図鑑（岩石標本）」ページ
（岐阜聖徳学園大学教育学部 地学・川上研究室）

・自動音声読み上げ
・総ルビ（ふりがな）
・分かち書き

・リフロー
たて書き／よこ書き変更，
書体変更，文字サイズ変更，
色変更，行間変更

❶三つの基本機能がいつでも表示されているので，すぐに使えます！

❷紙面と各種コンテンツの表示をタブの選択で
　簡単に切り替えられます！

１年 ② ２年 p.108

３年 p.162

３年 p.145

３年 p.319

活用法だけではなく，「情報モラル」
に関するコラムも用意しています。

　新しい試みとして，教科書の内容と関連のあるコンテンツを集めたウェブサイト「まなびリンク」
を開設しました。教科書に「まなびリンク」マークやアドレス（QR コード等）を付すことにより，
教科書とウェブとの連携の強化を図っています。

　タブレット端末やパソコン等の活用場面を
具体的に示し，ICT 機器を積極的に活用し
た学びのあり方を紹介しています。

　拡大や書き消しが何度でもでき，試行錯誤や考えの共有がしやすい，学習者用デジタル教科書を
用意しています。

②コンテンツ掲載箇所
コンテンツがあるページには，ページ
番号の横に「まなびリンク」マークを
つけています。

①アクセス方法
「まなびリンク」サイトにアクセスし
やすいように，各学年の巻頭に QR
コードや URL を掲載しています。

「まなびリンク」URL
http://www.kyoiku-shuppan.co.
jp/ml-jh/rika/top.html

③ウェブサイト「まなびリンク」
各学年の教科書に対応したウェブサイ
ト「まなびリンク」でコンテンツを見
ることができます。
学校で　授業で使用し，学習を補完す
ることができます。
自宅で　事前学習で知識を得たり，復
習に利用したりすることができます。

※内容につきましては，今後，変更する可能性がございます。
　予めご了承ください。

ウェブとの連携の強化1 ICT 機器の活用場面の紹介2

学習者用デジタル教科書3

使いやすいビューア 充実の学習者支援機能

拡大

ページ
送り戻り

ペン
と

消しゴム

→検討の観点と特色　番号 23 35
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新
し
い
教
科
書
の
そ
の
他
の
特
色

編集部のイチオシ！

小・中・高の内容の系統を学習に生かしています。
他教科との連携を考慮したつくりで，カリキュラム・マネジメントに 
対応しています。

小・中・高の接続と他教科との連携

１年 p. ７

２年 p.318

３年 p.207

３年 p.42 ～ 43

１年 p. ８

１年 p.14

算数科・数学科との連携を重視し，「ブリッ
ジ算数」「ブリッジ数学」マークを付した解
説を新たに設けています。

高等学校の理科の基礎科目や
「物理」「化学」「生物」「地学」
の橋渡しとなる内容を「発展」
として取り上げています。

これまでに学習した内
容のうち，関連する内
容を随所で振り返るこ
とができるようにして
います。

３年の領域統合の単
元の中の自然災害に
関する学習では，各
教科での学習を生か
して話し合う場面を
表現しています。

　学習の深まりや広がりを促すために，小・中・高
の接続や他教科との連携を意識した工夫を行ってい
ます。
　これらは，カリキュラム・マネジメント（各学校
において，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各
学校の教育活動の質の向上を図っていくこと）を実
施する際に活用することができます。

　一歩進んだ理科の話題については， 
「発展」として紹介し，生徒のさらなる
学習意欲に応えます。

単元扉の「学んでいくこと」により，
内容の系統を踏まえて，学習の見通
しをもつことができます。

高等学校との接続

算数・数学科との連携

さまざまな教科との連携

小学校との接続

２年 p.76

３年 p.297

→検討の観点と特色　番号 17 4241 43
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新
し
い
教
科
書
の
そ
の
他
の
特
色

指導順を考慮した単元配列 授業に役立つ資料と付録

3 年 p.196

１年 ２年 ３年
１年 p.110

１年　生物カード ２年　原子のモデルカード ３年　星座早見作成シート

２年 p.308 ３年 p.353

　現行本で三つに分かれていた３年の領域統合の単元を一つにまとめ，３年の最後に配置していま
す。中学校の理科で学習してきたことを集約し，生徒自身が，持続可能な社会を見すえて行動を振
り返り，判断する単元に位置づけています。

　学習内容につながりのある電気とイオンについて連続して学習できるように，２年の単元４を「エ
ネルギー領域」，３年の単元１を「粒子領域」にするなど，学年内だけではなく，学年を越えた学
習内容のつながりも考慮した配列にしています。

　今後の学習の基礎となる「分類」について学習する「生命領域」を１年の単元１に配置しました。
この配置は，身近な春の生物の観察を行うことも考慮しています。一方，４月に生物の観察ができ
ない地域においては，単元１と単元２を入れ替えて学習できるようにしています。

　全学年の教科書に，授業の中で使用できる教材を付録として収録しています。

　科学の話題を紹介するコラ
ム「ハローサイエンス」を随
所に掲載しています。学習内
容と生活，安全，歴史，環境
などの関係を意識しながら，
身近な科学の話題や最先端の
科学の話題について学習する
ことができます。
　また，各学年の巻末には，
校外施設の活用に関する資料
や前学年までに学習した基礎
技能，単元の学習に役立つ補
足資料などをまとめた巻末資
料を掲載しています。

　科学技術が社会の中でどのように役立
てられているのか，また，日本の文化や
伝統にどのように関わっているかを積極
的に紹介しています。

生命
単元１
いろいろな生物と
その共通点

粒子 単元２
身のまわりの物質

地球
単元３
大地の成り立ちと
変化

エネルギー 単元４
光・音・力

粒子
単元１
化学変化と
原子・分子

生命
単元２
生物の体のつくりと
はたらき

地球 単元３
気象とその変化

エネルギー 単元４
電気の世界

粒子 単元１
化学変化とイオン

生命 単元２
生命の連続性

地球 単元３
地球と宇宙

エネルギー 単元４
運動とエネルギー

統合
単元５
自然環境や科学技術と
私たちの未来

１年の単元１に生命領域を配置1

学習内容のつながりを考慮した配置2

１分野・２分野を統合した学習を３年の最後に配置3

「伝統文化」への対応

豊富な資料1

学習を補助する付録2

→検討の観点と特色　番号 1 195 28 57
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領域 種別 タイトル 準備物（器具・薬品・その他）

生
命

観察１ 身近な生物の体の特徴と見られる場
所を調べる（p.16） ルーペ，筆記用具，観察用紙，ものさし

実習１ 観点や基準を決めて生物を分類する
（p.22） 観察カードあるいは生物カード（付録），記録用紙

観察２ いろいろな花のつくりを調べる
（p.28）

いろいろな花（アブラナ，エンドウ，ツツジなど），ピンセット，台紙，両面テー
プ，セロハンテープ

実習２ 脊椎動物を分類する（p.51） 筆記用具

観察３ バッタとカニの体のつくりを調べる
（p.59） バッタ，カニ，蓋付きの透明な容器，ピンセット，ルーペ，双眼実体顕微鏡

粒
子

実験１ 白い物質の性質を調べる（p.86）
砂糖，食塩，かたくり粉，石灰水，集気びん，試験管（３本），試験管立て，
アルミニウムはく，薬さじ（３本），薬包紙，燃焼さじ（３本），加熱器具（ガ
スバーナー，マッチ，燃えさし入れなど），保護眼鏡

実験２ １円硬貨の密度を調べる（p.95） １円硬貨（班によって調べる枚数を変える），電子てんびん（または上皿てん
びん），メスシリンダー（100 cm3）

実験３ 酸素や二酸化炭素の性質を調べる
（p.102）

二酸化マンガン，うすい過酸化水素水（オキシドール），石灰石，うすい塩酸，
石灰水，ゴム栓（６個），ガラス曲管つきゴム栓（２個），ガラス曲管（２本），
ゴム管（２本），試験管（８本），試験管立て（２個），水槽，白い紙，線香，マッ
チ，燃えさし入れ，保護眼鏡

実験４ 水溶液から溶質を取り出す（p.121）

塩化ナトリウム（3 g），硝酸カリウム（3 g），約 60℃の湯，ビーカー（２個），
温度計，試験管（３本），試験管立て，メスシリンダー，ガラス棒，スライド
ガラス（２枚），薬さじ（２本），薬包紙，ルーペまたは双眼実体顕微鏡，電子
てんびん，保護眼鏡

実験５ 物質が状態変化するときの温度を調
べる（p.129）

セタノール，パルミチン酸，ビーカー，温度計，ガラス棒，スタンド，加熱器具，
加熱用金網，沸騰石，セロハンテープ，プラスチック製の透明シート，保護眼
鏡

実験６ 物質が状態変化するときの体積や質
量の変化を調べる（p.135）

ロウ，ビーカー，加熱器具，加熱用金網，三脚，軍手，油性ペン，ラップフィルム，
輪ゴム，電子てんびん，厚紙，保護眼鏡

実験７ 混合物を加熱して出てくる物質を調
べる（p.142）

エタノール（3 cm3），水（20 cm3），枝つきフラスコ（100 cm3），ガラス管，
ゴム管，穴あきゴム栓，温度計，ビーカー（500 cm3），試験管（３本），試験
管立て，蒸発皿，メスシリンダー，ガラス棒，スタンド，沸騰石，加熱器具，
加熱用金網，マッチ，ろ紙，燃えさし入れ，氷，軍手，保護眼鏡

地
球

観察１ 堆積岩のつくりを調べる（p.166） 堆積岩の試料（れき岩，砂岩，泥岩，凝灰岩，石灰岩，チャートなど），保護眼鏡，
くぎ，ルーペまたは双眼実体顕微鏡，ペトリ皿，スポイト，うすい塩酸，ビーカー

観察２ 火山灰のつくりを調べる（p.183）
黒っぽい火山灰（例：伊豆大島の火山灰），白っぽい火山灰（例：雲仙岳の火山灰），
保護眼鏡，薬さじ，蒸発皿，ビーカー，ろ紙，ペトリ皿，双眼実体顕微鏡，柄
つき針，磁石

観察３ 火成岩のつくりを調べる（p.187） 安山岩と花こう岩（一面を磨いたもの），ルーペ（または双眼実体顕微鏡）

実習 1-1 初期微動が始まる時刻から地震の揺
れの伝わり方を調べる（p.197） 色鉛筆，コンパス

実習 1-2 初期微動継続時間から地震の揺れの
伝わり方を調べる（p.199） ものさし

エ
ネ
ル
ギ
ー

実験１ 入射角と反射角の関係を調べる
（p.230）

光源装置（スリットつき），鏡，洗濯ばさみ（２個），方眼紙，分度器，ものさ
し

実験２ 入射角と屈折角の関係を調べる
（p.239）

光源装置（スリットつき），厚みのある透明なガラス（直方体または台形），方
眼紙，分度器，ものさし

実験３ 凸レンズによってできる像を調べる
（p.248）

光学台，凸レンズ，物体（フィルターのついた光源），スクリーン，ビニルテー
プ，白い紙，ものさし

実験４ 音源の振動と音の大きさや高さとの
関係を調べる（p.263） モノコード

実験５ 二つの力のつりあいを調べよう
（p.271） ばねばかり（２個），正方形の厚紙，糸，穴をあける器具，長方形の木片

実験６ 力の大きさとばねの伸びの関係を調
べる（p.276）

つるまきばね（強さの異なるもの２種類），ばね実験用指標，10 g のおもり（５
個），ものさし，スタンド

観察・実験・実習・観測と準備物の一覧

１年

領域 種別 タイトル 準備物（器具・薬品・その他）

粒
子

実験１ 水に電流を流したときの変化を調べ
る（p.15）

うすい水酸化ナトリウム水溶液，簡易型電気分解装置，電源装置，クリップつ
き導線（２本），ビーカー，ろうと，バット，線香，マッチ，燃えさし入れ，
保護眼鏡

実験２ 炭酸水素ナトリウムを加熱したとき
の変化を調べる（p.32）

炭酸水素ナトリウム（2 g），石灰水，フェノールフタレイン液，塩化コバルト紙，
試験管（６本），試験管立て，ゴム栓（４個），ガラス管，ガラス曲管，ゴム管，
スポイト，水槽，スタンド，加熱器具，薬さじ，ピンセット，薬包紙，燃えさ
し入れ，線香，マッチ，保護眼鏡

実験３ 鉄と硫黄が結びついて別の物質が生
じるか調べる（p.38）

鉄粉（3.5 g），硫黄（粉末 2 g），うすい塩酸，試験管（５本），試験管立て，磁石，
電子てんびん，試験管ばさみ，脱脂綿，スポイト，加熱器具，薬さじ，薬包紙，
乳棒，乳鉢，保護眼鏡

実験４ 鉄が酸素と結びつくか調べる（p.43）
スチールウール（繊維状の鉄），うすい塩酸，試験管（２本），試験管立て，ガ
ラス管，加熱器具，電子てんびん，ピンセット，薬包紙，アルミニウムはく，
白い紙，豆電球，乾電池，クリップつき導線（３本），保護眼鏡

実験５ 酸化銅から銅が取り出せるか調べる
（p.53）

酸化銅（粉末約 2.5 g），炭素（粉末約 0.2 g），石灰水，試験管（２本），試験管立て，
ガラス管つきゴム栓，ガラス管，ゴム管，電子てんびん，加熱器具，スタンド，
乳鉢，乳棒，ピンチコック，薬さじ（金属製），薬包紙，ろ紙，保護眼鏡

実験６
気体が発生する化学変化で質量保
存の法則は成り立つのかを調べる

（p.65）

石灰石（1 g），うすい塩酸（10 cm3），プラスチック製の密閉容器（容量 500 
cm3），電子てんびん，薬包紙，保護眼鏡

実験７ 銅粉の質量と結びつく酸素の質量と
の関係を調べる（p.70）

銅粉，ステンレス皿，電子てんびん，加熱器具，三脚，三角架，薬さじ（金属製），
るつぼばさみ，保護眼鏡

生
命

観察１ 植物と動物の微細なつくりを調べる
（p.86）

オオカナダモ，ヒトの頰の粘膜，綿棒，染色液（酢酸オルセイン液，または酢
酸カーミン液），顕微鏡観察用具（顕微鏡，スライドガラス，カバーガラス，
ピンセット，スポイト，柄つき針，ろ紙など。），保護眼鏡

観察２ 葉のつくりを調べる（p.94） ツバキやムラサキツユクサなどの葉，ペトリ皿，顕微鏡観察用具，ピス，かみ
そりの刃またはカッターナイフ，保護眼鏡

観察３ 光合成が行われる場所を調べる
（p.101）

オオカナダモ，エタノール，うすいヨウ素液，熱湯，ビーカー（４個），試験管，
顕微鏡観察用具，保護眼鏡，ろ紙

実験１ 光合成に必要な物質を調べる
（p.104）

A：タンポポなどの葉，石灰水，試験管（２本），ガラス管，ゴム栓（２個），
試験管立て，スポイト，保護眼鏡
B：オオカナダモ，BTB 液，ビーカー，試験管（２本），ガラス管，ゴム栓（２
個），試験管立て，保護眼鏡

実験２ 蒸散と吸水の関係を調べる（p.113） 葉のついたホウセンカの枝（４本），試験管（４本），試験管立て，ワセリン，油，
電子てんびん，油性ペン

観察４ 茎や根の内部のつくりを調べる
（p.116）

双子葉類のホウセンカや単子葉類のトウモロコシなどの苗，染色液（メチレン
ブルー液やサフラニン液など）または赤インク，三角フラスコ（２個），かみ
そりの刃またはカッターナイフ，ピス，双眼実体顕微鏡，顕微鏡観察用具，ペ
トリ皿

実験３ 唾液のはたらきを調べる（p.124）

0.5％デンプン液（デンプン 0.5 g を少量の水に入れて加熱し，水を加えて 100 
cm3 としたもの），ヨウ素液，ベネジクト液，蒸留水，35 ～ 40℃の湯，80 ～
90℃の湯，ビーカー（２個），メスシリンダー，綿棒（２本），マイクロチュー
ブ（４本），スポイト（４本），温度計，加熱器具，保護眼鏡，フロートラック，
油性ペン，はさみ，ピンセット，ろ紙

観察５ 魚やイカの体の器官を調べる
（p.138）

A：煮干し（イワシなど），ルーペまたは双眼実体顕微鏡
B：イカ（スルメイカ，ヤリイカ，ケンサキイカなどを準備する。冷凍された
ものを解凍して使用してもよい。），ルーペまたは双眼実体顕微鏡，解剖用具一
式，ピペット，色水（赤インクをとかしたものなど。食紅の水溶液や，しょう
ゆなどを使用してもよい。），バット，ビニル製の手袋

２年
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地
球

観測１ 学校内で気象観測をする（p.169） 乾湿計，風向・風速計，気圧計，磁針，時計，記録用紙

実験１ 空気中の水蒸気が結露する温度を調
べる（p.175）

くみおきの水，細かく砕いた氷，金属製のコップ，試験管，試験管立て，温度計，
スタンド

実験２ 雲のでき方を調べる（p.183） ぬるま湯，線香，マッチ，丸底フラスコ，ゴム栓，デジタル温度計，スタンド，
注射筒，ゴム管，ガラス管

エ
ネ
ル
ギ
ー

実験１ 回路の各部分に流れる電流の大きさ
を調べる（p.237）

2.5 V 用の豆電球，豆電球台，乾電池（２個），電流計，クリップつき導線（６
本），スイッチ

実験２ 回路の各部分の電圧の大きさを調べ
る（p.241）

2.5 V 用の豆電球，豆電球台，乾電池（２個），乾電池ホルダー（２個），電圧計，
クリップつき導線（６本），スイッチ

実験３ 電熱線に加わる電圧と流れる電流の
大きさとの関係を調べる（p.246）

電熱線ａ（500 W 用），電熱線ｂ（300 W 用），電源装置，電流計，電圧計，クリッ
プつき導線（６本），スイッチ，方眼紙

実験４ 電流を流した時間や電力と水の上昇
温度との関係を調べる（p.262）

実験用ヒーター（6 V － 6 W，6 V － 9 W，6 V － 18 W の３種類），発泡ポリ
スチレンのコップ（３個），電源装置，電流計，電圧計，クリップつき導線（６本），
スイッチ，メスシリンダー，スタンド，ガラス棒，温度計，時計，方眼紙

実験５ まっすぐな導線のつくる磁界を調べ
る（p.271）

エナメル線，抵抗器（5 Ω），電源装置，電流計，クリップつき導線（５本），スイッ
チ，磁針，鉄粉，スタンド，板または厚紙，白い紙，セロハンテープ，ガムテー
プ，小びん，ガーゼ

実験６ 電流が磁界から受ける力を調べる
（p.275）

手回し発電機，アルミニウムはく，割り箸，Ｕ形磁石，電流計，クリップつき
導線，スタンド，セロハンテープ

実験７ コイルや磁石を使って電流を発生さ
せる（p.279）

導線，コイル，棒磁石，強力なＵ形磁石，検流計または電流計，クリップつき
導線（２本）

実験１ 星や太陽の年周運動を再現する
（p.144） 厚紙，フェルトペン，ビニルテープ

観測３ 月の位置と形の変化を調べる
（p.155） 記録用紙，懐中電灯，磁針，時計

観測４ 金星の位置と形の変化を調べる
（p.163） 記録用紙，懐中電灯，天体望遠鏡，磁針，時計

エ
ネ
ル
ギ
ー

実験１ 浮力の大きさについて調べる
（p.193） おもり，糸，ばねばかり，ビーカーまたはメスシリンダー

実験２ 異なる方向にはたらく力の合力を調
べる（p.199） ばねばかり（２個），輪ゴム，糸，画びょう，紙，画板，分度器

実習１ 記録タイマーを使って手の運動を調
べる（p.211） 記録タイマー，記録用テープ，方眼紙，セロハンテープ，はさみ

実験３ 力の大きさと速さの変化との関係を
調べる（p.216）

力学台車，板（1.5 ～ 2 ｍ），記録タイマー，ばねばかり，台，記録用テープ，
方眼紙，クランプ，セロハンテープ，はさみ，分度器

実験４ 動滑車を使ったときの仕事を調べる
（p.235） 動滑車，おもり，ばねばかり，スタンド，ものさし，糸

実験５ 位置エネルギーの大きさが何に関係
しているかを調べる（p.240）

レール，球（同じ大きさで質量が異なるもの３種類），木片，スタンド，もの
さし（２本），方眼紙

統
合

実験１ 土壌中の微生物のはたらきを調べる
（p.271）

１％デンプン液（デンプン 1 g を少量の水に入れて加熱し，水を加えて 100 
cm3 としたもの），ビーカー（５個），ガラス棒，加熱器具，試験管（３本），
試験管立て，ガーゼ，茶こし，スポイト，保護眼鏡，土，ヨウ素液，アルミニ
ウムはく

観察 1-A 自然環境 【空気】 を調査する
（p.278）

顕微鏡観察用具，スライドガラス，マツの葉，セロハンテープ，ポリエチレン
の袋

観察 1-B 自然環境 【水】 を調査する（p.279） ネット，バケツ，大型のバット，ペトリ皿，ピンセット，ルーペ，移植ごて，
温度計，水生生物図鑑，ゴム手袋，ぬれてもよい靴

観察 1-C 自然環境 【土壌】 を調査する
（p.280）

シャベル，軍手，ポリエチレンの袋，双眼実体顕微鏡，金網，ろうと，電気ス
タンド，バケツ，バット，ペトリ皿，ピンセット，ルーペ，生物図鑑，ゴム手袋，
ビーカー，スタンド，支持環

課題を見つける際の活動や生徒の考え
を検証するために実施できる簡便な観
察・実験などを紹介しています。

本文の記述を補足する活動や，そのた
めに教師が演示するとよい観察・実験
などを紹介しています。

学習内容を活用したり，関連づけたり
して，学習を深められる活動や観察・
実験などを紹介しています。

１
年

p.12,30,33,37,47,50,62,67,69,90,111, 
113,159,181,188,227,228,235,238,241,
244,246,254,257,259,261,267,268

p.41,106,107,130,131 p.123,212,213,214,236,242,251

２
年

p.23,57,58,63,68,99,110,131,143,148, 
160,162,163,164,203,214,215,216,229,
233,253,255,268,270,281,283,287

p.9,41,146,193 p.179,181,211,230,242,254,256,277

３
年

p.21,45,55,78,82,138,141,166,172,189,
213,223,243,251,253,265,291,311 p.42,197,220,228,236,283 p.103,149,151,157

３年

やってみよう・参考・チャレンジの掲載ページ一覧

領域 種別 タイトル 準備物（器具・薬品・その他）

粒
子

実験１ 水溶液に電流が流れるか調べる
（p.8）

うすい塩酸，うすい水酸化ナトリウム水溶液，塩化銅水溶液，エタノール水溶液，
蒸留水，電源装置，豆電球，スイッチ，ステンレス電極，クリップつき導線（５
本），電流計，ビ―カー（４個），保護眼鏡

実験２ 塩化銅水溶液に電流を流したときの
変化を調べる（p.12）

塩化銅水溶液，赤インク，炭素棒（２本），ビーカー，試験管，スイッチ，試
験管立て，電源装置，クリップつき導線（３本），薬さじ（金属製），スポイト，
ろ紙，発泡ポリスチレンの板，保護眼鏡

実験３ 酸性・アルカリ性の水溶液の性質を
調べる（p.26）

うすい塩酸，うすい硫酸，うすい酢酸（食酢），うすい水酸化ナトリウム水溶液，
水酸化カルシウム水溶液（石灰水），アンモニア水，蒸留水，リトマス紙，ピ
ンセット，BTB 液，マグネシウムリボン，試験管（15 本），試験管立て，ガラ
ス棒，電源装置，豆電球，スイッチ，ステンレス電極，クリップつき導線（５本），
電流計，マッチ，燃えさし入れ，保護眼鏡

実験４ 酸性・アルカリ性を示すものの正体
を調べる（p.31）

うすい塩酸，うすい水酸化ナトリウム水溶液，硫酸ナトリウム水溶液，リトマ
ス紙，ピンセット，ろ紙，スライドガラス（２枚），電源装置，クリップつき
導線（２本），金属製の目玉クリップ（２個），保護眼鏡

実験５
塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を
混ぜたときの変化について調べる

（p.37）

うすい塩酸（濃塩酸 10 cm3 を 110 cm3 の水にとかしたもの），うすい水酸化
ナトリウム水溶液（水酸化ナトリウム４ g を 100 cm3 の水にとかしたもの），
BTB 液，メスシリンダー，こまごめピペット，ビーカー（２個），ガラス棒，
スライドガラス，双眼実体顕微鏡，保護眼鏡

実験６ 金属のイオンへのなりやすさを調べ
る（p.48）

銅板，亜鉛板，硫酸銅水溶液，硫酸亜鉛水溶液，試験管（２本），試験管立て，
こまごめピペット（２本），ピンセット，紙やすり，保護眼鏡

生
命

観察１ 根の先端に近い部分の細胞の様子を
観察する（p.72）

タマネギの根（ニンニク・葉ネギでもよい），うすい塩酸，約 60℃の湯，染色液（酢
酸オルセイン液または酢酸カーミン液），試験管，ビーカー，顕微鏡観察用具，
かみそりの刃またはカッターナイフ，保護眼鏡

実習１ 遺伝子の伝わり方を調べる（p.100） カード（４枚），封筒（２枚）

地
球

観測１ 太陽の１日の動きを調べる（p.130） 透明半球，白い紙，板，セロハンテープ，フェルトペン，ビニルテープ，磁針，
ものさし

観測２ 星の１日の動きを調べる（p.134） 記録用紙，懐中電灯，磁針，時計，透明半球，セロハンテープ

やってみよう・参考・チャレンジについて

　課題を見つける際や，さらに調べていく際に実施できる「やってみよう」や「参考」，「チャレン
ジ」を設定し，活動や観察・実験などを数多く紹介しています。

やってみよう 参 考 チャレンジ
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１年：噴火する桜島（鹿児島県鹿児島市）／サクラの枝に止まるメジロ／海岸に打ち上げられた氷「ジュエリーアイス」（北海道
豊頃町）／プロジェクションマッピングにより映像を投影した建物（大阪府大阪市）

２年：朝日に照らされて輝く氷の結晶（北海道美瑛町）／日光が当たった宮島のモミジの葉（広島県廿日市市）／電極と金網の間
を飛ぶ火花／たき火の炎

３年：サンゴ礁にすむ生物（沖縄県座間味村）／ジャンプするスケートボーダー／百武すい星（1996 年，静岡県水窪町，現在の
浜松市で撮影）／カンガルーの親子（オーストラリア）

教科書紙面デジタルデータ

動画データ

教科書図版デジタルデータ

NHK for school の動画クリップへのリンク

　表紙は，探究のマークを意識した，丸を基調にしたデザインで構成しています。各学年の内容と
関係のある，各領域の事物や現象の写真を掲載し，生徒が，理科の学習に興味をもてるようにして
います。

　教師用指導書は，教科書に対応し
た学習指導編（第１学年，第２学年，
第３学年）と総説編で構成します。
また，学習指導編は，教科書の縮刷
と解説を掲載した学習指導編（授業
の展開）と，評価基準や観察・実験
の詳しい解説をまとめた学習指導編

（学習評価／観察・実験）の２分冊
とします。

授業の展開：日ごろの指導に役立つように，教科書の縮刷と対応さ
せて１時限ごとの授業の展開例や記述の解説を掲載します。
学習評価／観察・実験：評価計画のもととなる評価基準や観察・実
験の詳しい解説を中心に構成します。

デジタル資料集（DVD‒ROM）：教科書紙面デジタルデータ，教科
書図版デジタルデータ，動画データ，NHK for school の動画クリッ
プへのリンク，評価問題などを収録予定です。

学習指導編（各学年２分冊，デジタル資料集〈DVD‒ROM〉付）

授業を円滑に進めるうえで必要となる
基礎知識（理科教育の現状と課題，教
科書の構成，学習指導計画の立案の方
法，試薬の調製の方法，廃液処理の方
法，評価の方法など）を掲載します。

CD‒ROM の収録内容（予定）

学習指導計画案，観点別評価基準表例

総説編　CD‒ROM 付

現行の指導者用デジ
タル教科書のコンテ
ンツを統合・収録し
て，内容を充実させ
ます。

項目 （旧）平成 28 年度版 （新）令和３年度版

判型 B5 判
（182 mm × 257 mm）

AB 変形判
（210 mm × 260 mm）

観察・実験・実習・観測の数 82 82

注意マークの数 155 183

危険マークの数 21 25

私のレポート・記録例の数 17 39

生徒キャラクターの数 150 611

「やってみよう」「参考」「チャレンジ」
の数（図実験の数） 54 108

発展的な内容の数 89 78

まなびリンク掲載箇所の数 ― 65

教師用指導書 ※構成および内容につきましては，今後，変更する可能性がございます。予めご了承ください。

デジタル資料集（DVD-ROM）に収録される予定の内容（例）

教師用指導書のご紹介 教科書に関するデータ

表紙のご紹介

110 111

2
　
身
の
ま
わ
り
の
物
質

１
章
　
物
質
の
区
別

2
　
身
の
ま
わ
り
の
物
質

１
章
　
物
質
の
区
別

p
.82-83

p
.82-83

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

2
時
限 

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

１章　物質の区別 7時限

 ● 見た目だけでは区別がしにくい白色の粉末を
区別する方法を見いだす。
 ● 加熱器具の使い方を身につける。

話し合い 料理をするときに使うさまざまな物
質（図3，図4）
 ● 料理の材料について，食材や調味料があるこ
とを伝え，物質という観点を意識させながら，
料理の材料の中には，砂糖や食塩，かたくり
粉などの白色の物質もあることを見いださせ
る。
 ● 砂糖と食塩，かたくり粉には，見た目が白色
の物質であるという共通点がある一方で，料
理で使用する際，まちがえて使用すると味が
変わってしまうことを想起させ，性質にちが
いがあることを意識させる。
話し合い 見た目が白色の物質（話し合おう）

 ● 見た目では判断しにくい物質を見分けるため
には，どうすればよいのかという問題を見い
ださせる。
 ● スプーン上の白色の物質に着目させるととも
に，例えば，粉砂糖では，よりかたくり粉と
見分けるのが難しくなることを想起させても
よい。
話し合い 見た目では判断しにくい物質を見
分ける方法（話し合おう）
 ● 実験では，性質がわかっていない物質を使う
ことがあることから，味を調べたり，手触ざ
わりを調べたりできないことを伝え，それ以
外の方法について考え，話し合うように伝える。
 ● 食塩やコーヒーシュガー（砂糖）が水に溶け
ることを想起させる。
 ● ものが燃えるときには，空気中の酸素の一部
が使われて，二酸化炭素ができることを想起
させる。
 ● 植物体を燃やしたときの変化について想起さ
せる。
 ● 片栗粉が何からつくられているかということ
にも触れる。

 ● 有機物と無機物に関する事象にすすんで関わ
り，砂糖や食塩，片栗粉の区別について調べ
ようとする。〔行動観察／ 態度〕

本 時 の ね ら い

本 時 の 展 開

評 価

るが，コメのデンプン粒は，数µmである。デ
ンプンは吸湿性が強く，風乾状態で20％の水
分を含み，湿った空気中では35％の水分を吸
収する。

4 話し合おう

　教科書p.82で示した写真はかたくり粉であ
る。かたくり粉は砂糖や食塩に比べると粒が細
かく見えるので，日常的に料理をする生徒であ
れば，この写真を見ただけでもかたくり粉と判
断できることもある。その場合，例えば，砂糖
の種類を粉砂糖に変えたり，食塩をすりつぶし
たものを用意したりすると，見た目だけでの判
断が難しくなってくる。
 ここでは，見た目での判断も大切であるが，
さらに詳しく調べていくために，それぞれの物
質を言い当てるためにはどうすればよいのかを
話し合わせるなど，生徒の思考や発言に合わせ
て問いかけを変更し，課題につなげるようにし
たい。

5 仮説を立てる

　生徒は，小学５年のときに，食塩や砂糖，ミ
ョウバンなどは，水にとかすと水溶液になるこ
とや，小学６年のときに，ろうそくや植物から
できているものが燃えるときには，空気中の酸
素の一部が使われて二酸化炭素ができることな
どを学習している。この他にも，ヨウ素液を使
うとデンプンウがあるかどうかを調べることが
できることや，生活経験から，砂糖を加熱する
としだいにとけてあめ状（べっこうあめ）にな
ったり，焦げたりすることなど，さまざまな意
見や考えが出てくることが想定される。ここで
の発言をもとに，教科書84ページの実験の計
画につなげていくとよい。

本文の解説

1 砂糖

　　菓子・料理などに多く使われている甘味料
である。ショ糖を主成分とし，サトウキビ（甘
蔗）やサトウダイコン（甜菜）などから精製し
てつくられる。
　砂糖の主成分であるショ糖は，融点が185℃
だが，160 ～ 170℃でとけてあめ状になり，さ
らに加熱すると，カラメルに変化する。また，
ショ糖は水によくとける。
　市販の砂糖は，製法によって大きく含蜜糖と
分蜜糖（精製糖）の二つに分類される。含蜜糖
は糖蜜分を含んだまま結晶化したもので，黒砂
糖（黒糖）に代表される。分蜜糖は糖蜜分を取
り除いて結晶化したもので，ざらめ糖（グラニ
ュー糖や白ざら糖など）と，車糖（上白糖や三
温糖）などがある。

2 食塩

　食用の塩として調味料に使われている。塩化
ナトリウムが主成分であるが，市販されている
ものには普通，マグネシウム塩やカルシウム塩
などが少量含まれている。
　食塩の主成分である塩化ナトリウムは，融点
が801℃で，水に溶けるが，温度による溶解度
の変化は小さい。
　

3 かたくり粉

　かたくり粉は，もともとユリ科の多年草であ
る，カタクリの鱗茎に蓄えられたデンプンから
つくられていた。しかし，精製量が少ないため，
現在は主にジャガイモのいもに蓄えられたデン
プンからつくられている。
　デンプンを顕微鏡で観察すると，原料によっ
て形や大きさが異なっており，例えばジャガイ
モのデンプン粒は，直径が約0.1 mm前後であ
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　ばねを引く力の大きさを変えてばねの伸びを
測定し，力の大きさとばねの伸びとの関係を確
かめる。

・つるまきばね　　　　　　・ばね実験用指標
・10gのおもり（5）	 　・スタンド
・グラフ用紙　　　　　　　・ものさし
・大型のゼムクリップ（2）
▶大型のゼムクリップは，図のようにして，つ
り金具とする。

実験装置を組み立てる

1つるまきばねに指標をつり下げ，指標ともの
さしの0目盛りとが同じ高さになるようにスタ
ンドに取りつける。
▶このようにしておくと，読み取った値がその
ままばねの伸びとなる。
おもりをつるしてのびを測定する

2おもりを1個，2個，3個，…とつるしてい
き，ものさしと視線が垂直になるように注意し
て，それぞれのときの指標が示す値を読み取り
表に記録する。
▶読み取るときに，ばね実験用指標ではなく，
おもりの下端の部分を読み取る生徒がいるので
注意させる。
▶ばねに大きい力を加えすぎると，弾性限界を
超えて，ばねが元の形に戻らなくなる。つるす
おもりの個数をあらかじめ決めておき，決めた
個数以上のおもりをつるさないよう注意させる。

（1）測定したデータを表に記録する。
【記録例】

・つるまきばね（線径0.4mm，巻径8mm，長
さ2.5cm），おもり（10g）

おもりの個数〔個〕 0 1 2 3 4 5

力の大きさ〔N〕 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの伸び〔cm〕 0 1.1 2.3 3.3 4.5 5.6

（2）データをもとに，横軸に力の大きさ〔N〕，
縦軸にばねの伸び〔cm〕をとって，グラフに
表す。
▶教科書p.107の「グラフの表し方」を参照さ
せる。
▶プロットしたそれぞれの点から離れすぎない
ように，原点を通る直線を引く。

　
　グラフが原点を通る直線になることから，ば
ねの伸びは，ばねを引く力の大きさに比例する
と考えられる。
　
　ばねの伸びがばねを引く力の大きさに比例す
ることについて，生徒はある程度予想している。
しかし，ばねの長さを変えたり，ばねの輪の大
きさ（巻径）を変えたりすると比例しなくなる
と考えている生徒も多いので，具体的に実験さ
せるとよい。

ねらい

準 備

方 法

結果と処理

考 察

研 究

●長さの異なるばねを使った場合

　準備と方法は実験5と同様であるが，実験を
行う場合は以下の点に注意させる。
・	長いばねを使う場合には，スタンドを実験台
の端に置くなどし，複数のおもりをつるして
もその下端が実験台の上につかないようにす
る。このとき，スタンドが実験台から落下し
ないように十分注意させる。
・	おもりをつるしていないときのばね実験用指
標が実験台と同一平面上になるようにする
と，ばねの伸びが測定しやすい。
　
【記録例】

・ばねA（長さ15.3cm），おもり（10g）

おもりの個数〔個〕 0 1 2 3 4 5

力の大きさ〔N〕 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの伸び〔cm〕 0 0.8 6.6 13.7 21.7 27.5

おもりの個数〔個〕 6 7 8 9 10

力の大きさ〔N〕 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

ばねの伸び〔cm〕 34.7 42.0 48.2 54.5 62.9

・ばねB（長さ14.2cm），おもり（10g）

おもりの個数〔個〕 0 1 2 3 4 5

力の大きさ〔N〕 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの伸び〔cm〕 0 0.6 1.8 4.6 8.0 12.0

おもりの個数〔個〕 6 7 8 9 10

力の大きさ〔N〕 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

ばねの伸び〔cm〕 16.2 20.6 24.6 28.6 32.8

　
　グラフから，ばねには初張力があることがわ
かる。このため，初めは比例しないが，そのあ
とは直線となり，ばねの伸びはおもりの数，す
なわち力の大きさに比例することがわかる。
▶実験5で用いたばねは初張力を除いてあるた
め，ほぼ原点を通る直線のグラフとなる。

●輪（巻径）の大きいばねを使った場合

　

【記録例】

・ばね（巻径3cm），おもり（10g）

おもりの個数〔個〕 0 1 2 3 4 5

力の大きさ〔N〕 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの伸び〔cm〕 0 0.9 3.6 6.7 9.1 11.7

　
　グラフから，初張力の影響がある初めの部分
を除き，ばねの伸びは力の大きさに比例するこ
とがわかる。

結 果

考 察

結 果

考 察
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実験6 力の大きさとばねののびの関係を調べる
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